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　2021年度は新型コロナウイルスの影響による様々な環境変化の中、段階的に経済
活動の正常化が進み、景気の持ち直しの動きが垣間見えた1年となりました。新型コ
ロナウイルスの感染状況については、国や地域でばらつきを伴いながらWｉｔｈコロ
ナ化が進んでおりますが、我が国でも緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が繰り返
し発令される等、経済活動に大きな制約を受けました。新型コロナウイルス感染症の
第5波に対する緊急事態宣言の解除やワクチン接種率の増加に伴う感染者の減少もあ
り、経済活動は徐々に正常化に向かうものの、第6波の到来、オミクロン変異株の出
現やサプライチェーンの混乱など、外食産業等は依然として、厳しい状況で推移いた
しました。また、期後半には、ロシアによるウクライナ侵攻が世界に大きな衝撃を与
え、エネルギー市場をはじめ、各国の経済に大きな影響を及ぼしました。
　当社グループを取り巻く環境は目まぐるしく変化し、不確実性の高い事業環境の下
ではありますが、求められる新たな働き方に対応し、更なる企業価値向上に努めてま
いります。株主の皆様におかれましては、今後も一層のご支援を賜りますよう、お願
い申しあげます。

Financial Highlights 決算ハイライト
詳細はこちらをご覧ください。

売上高 1株当たり当期純利益経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益

37,592 百万円 25.16 円
(前連結会計年度比39.6%減)

160 百万円
(前連結会計年度比44.8%減)

98 百万円
(前連結会計年度比54.8%減)
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横 浜 丸 魚 株 式 会 社

（注）売上高につきましては当連結会計年度より収益認識会計基準等を適用しており、前連結会計年度比は表示しておりません。



・丸魚濵食通販サイト開設
・横浜中央市場まつり中止
・未利用魚学校給食提供
・おさかな文化祭開催
・横浜市中央卸売市場外に小規模水産加工場新設

Corporate Philosophy 企業理念

Business Overview 事業概況

Earnings Forecast 業績予想 Shareholder Return 株主還元 Topics 主な出来事

Maruuo Role 横浜丸魚の役割

①調達 ②保管 ③営業 ④流通加工 ⑤物流

グループ中核会社として、グループの総力を結集し、水産物
流通システムを地元神奈川を中心に展開

館山丸魚株式会社
グループの水産物流通システムを主に南房総地域にてエリア展開

川崎丸魚株式会社
グループの水産物流通システムを主に関東地区量販店向けに展開

株式会社横浜魚市場運送
グループの物流機能の要として、
ネットワークのメリットを追求

株式会社ハンスイ
グループの水産物流通システムを主に外食、中食
産業向けに展開し、事業の幅のメリットを追求

丸魚グループの連携体制強化
Ｇood Ｒelation Ｍaruuo

横浜丸魚株式会社事業戦略変革
Re-Structuring

仕組み制度変革
Re-Engineering

企業文化変革
Re-Communication

顧客ベネフィットを
起点とした企業改革

Re-Orientation

私たちは、水産物流通システム創造企業として、
社会が求める豊かな食生活に貢献し続けます

私たちは、安全で良質な商品と、心に感じる
サービスにより、お客様に満足を提供し続けます

私たちは、人を大切にする経営によって、
質の高い企業活動を展開し、存在し続けます

沿革
1947年
横浜魚市場荷受株式会社設立

1948年
現在の「横浜丸魚株式会社」に社名変更

1963年
東京店頭登録銘柄株式上場

1973年
横浜市中央卸売市場南部市場開場により南部支社開設

2017年
創立70周年

2018年
川崎丸魚株式会社設立

水産物卸売事業

29,942百万円

　当社グループの中核事業が位置する水産物卸売事業にお
きましては、供給制約や資源価格の高騰、欧米を中心とし
たインフレ率の上昇など、新たなグローバルリスクも顕在
化し、海洋環境の変化による漁獲量の減少も相まって、集
荷に大きな影響が生じ、仕入単価の上昇を販売単価に転嫁
しきれず、業績は厳しい環境のまま推移いたしました。
　この結果、水産物卸売事業の収益認識会計基準等の適用
による売上高は299億42百万円となり、営業損失は1億2
百万円（前連結会計年度営業損失25百万円）となりました。

不動産等賃貸事業

114百万円
(前連結会計年度比4.9%減)

　不動産等賃貸事業におきましては、管理賃貸物件の売却
及び自社利用による減少はあったものの、新たな管理賃貸
物件の取得により、安定的な収益体制が稼働いたしました。
　この結果、不動産等賃貸事業の売上高は1億14百万円

（前連結会計年度比4.9％減）となりましたが、住宅用不動
産の新規取得による費用が増加したため、営業利益は52
百万円（前連結会計年度比38.7％減）となりました。

水産物販売事業

7,284百万円

　当社グループの中央卸売市場及び地方卸売市場以外における
水産物販売事業におきましては、当社グループの中期経営計画

「第５次MMプラン」の顧客密着型営業の取組みにより、グルー
プネットワークを最大限に活用し、水産物販売事業に邁進して
まいりましたが、繰り返し発令される緊急事態宣言やまん延防
止等重点措置に加えて、消費者に根付いた新型コロナウイルス
感染症対策による自発的な自粛が、対面型サービス業や外食産
業を中心に大きな影響を受け、宣言解除後の改善傾向に乗り切
れず、回復の遅れが長期化いたしました。
　この結果、水産物販売事業の収益認識会計基準等の適用によ
る売上高は72億84百万円となりましたが、営業損失は1億13
百万円（前連結会計年度営業損失1億58百万円）となりました。

運送事業

250百万円
(前連結会計年度比4.2%増)

　当社グループの水産物流通を補完する運送事業におきま
しては、当社グループの中核事業であります水産物卸売事
業の新規取引先の増加や市場施設の有効利用による物流の
変化が影響し、業績は回復基調で推移いたしました。
　この結果、運送事業の売上高は2億50百万円（前連結会
計年度比4.2％増）となり、営業利益は12百万円（前連結
会計年度比8.8％増）となりました。

https://www.yokohama-maruuo.co.jp

　事業環境の大きな変化にも耐えうる財務基盤を維持
し続けるという、 事業継続の観点から、各事業年度の
連結自己資本配当率（DOE）に基づき、株主各位へ
の安定的な配当を継続することを基本方針としており
ます。当期の剰余金の処分につきましては、この基本
方針に沿った経営体質の強化と安定配当の維持等を総
合的に勘案して1株当たり18円とさせていただきまし
たが、中長期的な利益成長を実現することによって、
株主還元の向上を目指すことに変わりはありません。
　株主の皆様におかれましては、今後とも何卒ご支援、
ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

2023年3月期業績見通し

　不確実性の高い事業環境の下、当社グループは変化を意識した経営体制を構築し、中期経営計画の最終年度とし
て全従業員が「プロフェッショナル人財」となり、「顧客密着型営業の展開」に果敢にチャレンジできるよう、水
産物卸売事業と水産物販売事業の相互の力を十分に発揮し、相乗効果が生み出せるよう邁進してまいります。また
ＳＤＧｓ並びにＥＳＧを重視した資源保護と安定供給のバランスを保ちながら、当社の成長に繋がる基盤強化を実
施してまいりたいと存じます。

売上高

37,000
� 百万円

1株当たり
当期純利益

47.12
� 円

親会社株主に帰属する
当期純利益

300
� 百万円

経常利益

400
� 百万円

【戦略理念】
Good Relationの実現
顧客 ・ 荷主との

「Good Relation」の実現
グループ企業間の

「Good Relation」の実現
社員間の

「Good Relation」の実現

【事業領域】
水産物流通システム
創造企業

HPにて食育ブログ・ 
旬の食材ブログを
更新中です！！
是非ご覧ください。



HP Information ホームページ案内

Company Information 会社概要

■会 社 名 横浜丸魚株式会社
■本 社 所 在 地 神奈川県横浜市神奈川区山内町

１番地　中央市場内
■本社電話番号 045（459）2921番（代表）
■創 業 1931年10月
■会 社 設 立 1947年10月
■資 本 金 1,541百万円
■代 表 者 小島　雅裕
■従 業 員 数 123名
■主要な事業所 横浜市中央卸売市場本場

川崎市中央卸売市場北部市場

代 表 取 締 役 社 長 小 島 雅 裕
常 務 取 締 役 松 尾 昌 彦
常 務 取 締 役 柴 原 　 哲
常 務 取 締 役 源 波 秀 樹
社 外 取 締 役 堀 　 晶 子
社 外 取 締 役 青 井 俊 夫
常 勤 監 査 役 多 紀 知 彦
社 外 監 査 役 牛 嶋 素 一
社 外 監 査 役 舟 木 謙 二

■役員（2022年6月24日現在）

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード

①下記ＵＲＬにアクセス　②アクセスコード入力後にアンケートサイトが表示

・・・・・・・・・・・・・・・以下の方法でもアンケートにアクセスできます・・・・・・・・・・・・・・・
いいかぶ 検索検索検索窓から

スマートフォンから
カメラ機能でQRコード読み取り→
QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

kabu@wjm.jp ←こちらへ空メールを送信
「件名」「本文」は無記入。アンケートのURLが直ちに自動返信されます。ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（図書カード500円）を

進呈させていただきます

8045当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。お手数ではございますが、
アンケートへのご協力をお願いいたします。

（所要時間は５分程度です）

株主様アンケートご協力のお願い

●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約2ヶ月間です

アンケートのお問い合わせ
「e-株主リサーチ事務局」
MAIL：info@e-kabunushi.com

（2201）本アンケートは、株式会社リンクコーポレイトコミュニケーションズの提供する
「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。  https://www.link-cc.co.jp

当社のHPでは、詳細な情報を掲載して
おります。是非併せてご覧ください。

横浜丸魚 IR

検索
https://www.yokohama-maruuo.co.jp/investor.html


